
東
寺
領
庄
園
と
東
寺

!
l古
文
書
か
ら
み
た
年
貢
輸
送
の
実
態
e
l
-
-

橋

本

初

子

は

じ

め

に

本
稿
は
第
二
八
回
大
会
の
共
同
課
題
「
情
報
・
交
通
の
歴
史
地
理
」
の
一
環
と
し
て
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
架
蔵
の
「
東
寺
百
合
文

童
日
」
を
用
い
、

京
都
の
領
家
東
寺
と
地
方
の
東
寺
領
庄
園
(
1
〉
と
の
聞
に
展
開
さ
れ
た
年
貢
輸
送
に
つ
い
て
、

主
と
し
て
そ
の
交
通
路
と

交
通
現
象
の
実
態
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
そ
の
対
象
と
し
て
、
伊
予
国
弓
削
島
庄
(
愛
媛
県
越
智
郡
弓
削
町
〉
・
播
磨
国
矢

野
圧
(
兵
庫
県
相
生
市
)
・
若
狭
国
太
良
庄
(
福
井
県
遠
敷
郡
〉
・
備
中
国
新
見
庄
(
岡
山
県
新
見
市
〉
・
大
和
国
平
野
殿
庄
(
奈
良
県
平

群
町
)
の
五
箇
庄
園
を
と
り
あ
げ
た
。
今
日
に
伝
来
し
た
古
文
書
群
中
よ
り
、
こ
れ
ら
東
寺
領
庄
園
の
関
係
文
書
を
扱
い
、
そ
れ
ら
の
文

書
を
組
み
合
わ
せ
て
中
世
の
年
貢
輸
送
の
実
際
を
再
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
人
が
、
ど
の
よ
う
な
物
資
を
、
ど
の
よ
う
な
手

段
に
よ
っ
て
、
ど
こ
を
ど
う
通
る
か
そ
の
地
点
と
道
筋
、
海
路
か
陸
路
か
、
そ
れ
に
費
し
た
日
数
と
経
費
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
実
証
的
に

あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
研
究
の
、
本
稿
は
、
そ
の
第
一
段
階
の
報
告
で
あ
る
。
「
東
寺
百
合
文
書
」
に
た
い
す
る
調
査
計
画
お
よ
び
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調
査
項
目
に
つ
い
て
は
、
足
利
健
亮
氏
・
橋
本
の
共
同
作
業
で
行
な
い
、

そ
れ
を
大
会
に
お
い
て
報
告
し
た
。
本
稿
で
は
足
利
氏
が
地
図
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を
作
成
、
橋
本
が
共
同
調
査
作
業
の
報
告
と
し
て
、
文
書
の
史
料
操
作
に
関
す
る
基
本
的
な
ま
と
め
を
し
た
。

東
寺
百
合
文
書
に
つ
い
て

東
寺
(
教
王
護
国
寺
と
も
い
う
。
京
都
市
南
区
九
条
町
一
番
地
〉
に
伝
来
し
た
古
文
書
は
、
大
き
く
わ
け
て
東
寺
現
蔵
の
「
東
寺
文

書
」
ハ
2
〉
と
、
も
と
東
寺
に
伝
来
し
、
現
在
京
都
大
学
に
保
管
さ
れ
る
「
教
王
護
国
寺
文
書
」

(
3
〉、

そ
し
て
本
稿
に
と
り
あ
げ
る
「
東
寺

百
合
文
書
」
(
と
の
三
つ
の
文
書
群
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
量
的
に
も
っ
と
も
多
く
、

そ
の
総
数
二
万
点
に
及
ぶ
「
東
寺
百
合
文
書
」
は
、

昭
和
四
十
二
年
に
文
化
財
保
護
の
目
的
か
ら
、
京
都
府
へ
譲
渡
さ
れ
京
都
府
立
総
合
資
料
館
が
架
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
全
文

室
田
は
、
同
館
編
『
東
寺
百
合
文
書
目
録
』
全
五
冊
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
五
年
一
月
よ
り
こ
の
文
書
は
学
術
史
料
と
し
て
全
面
公

閉
さ
れ
、
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。
東
寺
に
伝
来
し
た
こ
の
一
群
の
文
書
が
「
百
合
文
書
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
江
戸
時
代
貞
享
二
年
(
一

六
八
五
〉

一
一
月
に
、
加
賀
前
田
家
五
代
目
の
藩
主
前
田
綱
紀
が
、
東
寺
へ
寄
進
し
た
百
個
の
桐
箱
(
合
)
に
由
来
し
て
い
る
。
現
在
こ

の
箱
は
九
四
箱
あ
り
片
仮
名
(
四
八
箱
)
・
平
仮
名
(
四
六
箱
〉
の
、

い
ろ
は
字
類
別
の
箱
の
呼
称
が
付
さ
れ
て
い
る
。

時
代
的
に
は
、

古
く
は
奈
良
時
代
天
平
期
(
年
号
一
部
欠
失
〉

の
文
書
で
あ
る
「
讃
岐
国
山
田
郡
司
牒
案
」

(
5
〉
(
ル
画
一
号
)
か
ら
、

近
く
は
江
戸
時

代
宝
永
八
年
三
七
一
一
)
の
「
後
七
日
御
修
法
請
僧
交
名
」

(
6
〉
(
ろ
画
一

O
号
)
ま
で
、

九
五

0
年
間
の
文
書
で
あ
る
。

形
態
的
に

は
、
百
合
の
桐
箱
に
収
納
替
え
さ
れ
た
ほ
か
に
は
、
伝
来
の
途
中
に
お
い
て
修
補
の
手
が
加
わ
ら
ず
、
全
文
書
が
作
成
(
発
給
〉
さ
れ
た

当
初
の
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
、
文
書
の
様
式
か
ら
み
て
も
、
史
料
的
に
た
が
い
に
補
完
し
あ
う
関
連
文
書
の
様
式
が
、
多
種
多
様

に
丁
寧
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
庄
園
の
文
書
に
関
し
て
は
、

七
条
院
領
・
室
町
院
領
を
は
じ
め
と
し
て
、
東
寺

領
圧
園
お
よ
び
そ
れ
ら
の
庄
園
と
か
か
わ
り
あ
っ
た
庄
園
も
含
め
て
、

実
質
的
に
七
四
箇
庄
園
ハ
7
u
の
文
書
が
あ
り
、
「
東
寺
百
合
文
書
」



は
庄
園
研
究
の
宝
庫
で
あ
る
。
京
都
府
所
蔵
と
な
っ
て
か
ら
の
総
合
資
料
館
に
お
け
る
調
査
の
過
程
で
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の

影
写
本
に
も
入
っ
て
い
な
い
、
新
出
の
文
書
五
五
三
四
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
「
東
寺
百
合
文
書
」
を
典
拠
と

す
る
文
書
の
史
料
表
記
は
、
す
べ
て
『
東
寺
百
合
文
書
目
録
』
に
拠
り
、
画
と
文
書
番
号
を
記
載
し
た
。

庄
園
関
係
文
書
に
つ
い
て

東
寺
領
庄
園
は
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
聞
に
、
約
七

O
余
の
庄
園
の
成
立
を
み
て
い
る
。
こ
れ
を
地
図
に
点
ず
れ
ば
、
北

は
茨
城
県
(
常
陸
国
信
太
庄
〉
か
ら
南
は
熊
本
県
(
肥
後
国
鹿
子
木
庄
〉
に
ま
で
及
ぶ
。
し
か
し
、
領
家
と
し
て
の
東
寺
が
、
各
庄
閏
に

た
い
し
て
も
っ
て
い
た
権
利
は
様
々
で
あ
り
、
そ
れ
が
文
書
伝
存
状
況
の
精
粗
と
な
っ
て
、
具
体
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
名

前
を
の
こ
す
だ
け
の
庄
園
か
ら
、
本
稿
に
取
り
あ
げ
た
五
箇
庄
園
(
前
述
)
の
よ
う
に
、
県
市
町
村
史
の
史
料
集
の
大
部
な
一
冊
を
構
成

す
る
ほ
ど
、
質
・
量
と
も
に
ま
と
ま
っ
て
関
係
文
書
が
伝
来
し
て
い
る
庄
園
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
書
に
も
と
づ
き
、
庄
園
か
ら
京
都
(
領
家
)
ま
で
の
年
貢
輸
送
の
文
書
を
抽
出
す
る
に
つ
い
て
、

ま
ず
、
そ
の
土
台
と
な

東寺領庄園と東寺

る
圧
園
文
書
の
形
式
・
機
能
・
効
力
等
を
み
る
と
、

お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

付

庄
園
成
立
に
関
す
る
文
書

東
寺
領
庄
園
の
大
半
が
、

い
わ
ゆ
る
寄
進
地
系
圧
固
と
い
わ
れ
る
性
格
の
庄
園
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
皇
(
上
皇
)

-
皇
族
・
公
家

-
武
家
か
ら
の
寄
進
に
関
す
る
文
書
が
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
寄
進
に
よ
っ
て
そ
の
庄
園
か
ら
東
寺
が
獲
得
し
た
権
利
の
根
拠
と
な
る

公
証
公
験
(
四
至
傍
示
等
立
庄
時
の
官
省
符
)
の
文
書
、
が
、
寄
進
者
よ
り
東
寺
に
施
入
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
よ
っ
て
、
そ
の

81 

庄
園
の
開
発
以
来
の
伝
領
経
過
を
遡
っ
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
東
寺
が
得
た
庄
園
の
権
利
を
、
朝
廷
や
幕
府
と
い
う
上
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級
権
力
に
よ
っ
て
認
許
・
保
証
さ
れ
る
知
行
安
堵
の
文
書
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
文
書
の
種
類
か
ら
い
え
ば
、
庄
園
の
成
立
に
関
し
て

は
、
東
寺
へ
の
寄
進
状
・
寄
進
庄
園
の
伝
領
経
過
等
を
示
す
根
本
公
験
類
、

お
よ
び
東
寺
の
領
有
を
認
め
た
院
宣
・
輪
旨
・
武
家
御
教
書

等
が
揃
っ
て
伝
来
し
て
い
る
。
「
東
寺
百
合
文
書
」
の
場
合
、
本
稿
に
紹
介
す
る
五
箇
庄
園
の
ほ
か
に
、

山
城
国
拝
師
庄
〈
8
V

摂
津
国

垂
水
庄
(
9
V

大
和
国
槍
牧
庄
の
関
係
文
書
白
〉
が
、
そ
の
よ
き
伝
存
例
で
あ
る
。

。
庄
園
へ
の
課
役
に
関
す
る
文
書

具
体
的
な
東
寺
か
ら
各
庄
園
の
年
貢
・
八
ム
事
等
の
賦
課
に
つ
い
て
は
次
節
に
述
べ
る
が
、
領
家
東
寺
に
課
せ
ら
れ
た
、
伊
勢
神
宮
造
替

の
た
め
の
役
夫
工
米
や
朝
廷
の
大
嘗
会
に
関
す
る
課
役
等
の
文
書
、
あ
る
い
は
室
町
幕
府
が
課
し
た
段
銭
・
棟
別
銭
・
洛
中
地
口
銭
等
の

賦
課
に
関
す
る
文
書
、
が
あ
る
。
し
か
し
、
東
寺
側
に
は
、
こ
れ
ら
勅
役
・
国
役
・
武
家
役
等
を
免
除
さ
れ
る
特
権
が
保
証
さ
れ
て
お
り
、

伝
来
の
文
書
と
し
て
は
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
課
役
の
免
除
手
続
等
を
具
体
的
に
伺
い
知
る
文
書
が
の
こ
っ
て
い
る
。

同
日

庄
園
の
相
論
に
関
す
る
文
書

中
世
に
お
い
て
、
公
家
の
雑
訴
・
武
家
の
引
付
方
・
検
非
違
使
庁
裁
に
か
か
わ
っ
た
場
合
、
勝
訴
す
れ
ば
、
相
手
方
(
敵
方
〉
の
文
書

も
含
め
て
、
当
該
裁
判
関
係
の
文
書
が
す
べ
て
勝
訴
し
た
方
に
渡
さ
れ
る
慣
習
で
あ
っ
た
。
東
寺
が
当
事
者
と
な
り
、
隣
接
の
他
家
領
と

の
裁
判
に
勝
訴
し
た
と
き
、

訴
陳
交
番
か
ら
裁
許
執
行
に
い
た
る
ま
で
、

そ
の
一
件
文
書
が
一
括
し
て
東
寺
側
に
伝
来
し
て
い
る

2vo

多
く
の
場
合
、

刈
田
狼
籍
(
作
稲
を
収
穫
直
前
に
盗
取
る
こ
と
〉
・
年
貢
押
領
・
所
職
等
の
伝
領
妨
害
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
文

書
で
あ
る
が
、
近
衛
家
領
梅
津
庄
の
文
書
が
「
東
寺
百
合
文
書
」
に
伝
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
領
知
権
の
分
半
で
あ

る
和
与
に
関
す
る
場
合
も
、
伊
予
国
弓
削
島
圧
の
鎌
倉
時
代
末
期
の
例
に
は
、
下
地
中
分
(
地
頭
と
領
家
〉
の
結
果
を
あ
ら
わ
す
差
図
(
臼
〉

ま
で
伝
来
し
て
い
る
。



帥

東
寺
の
庄
園
支
配
に
関
す
る
文
書

①
叫
庄
官
の
補
任

領
家
東
寺
が
下
し
た
補
任
状
と
補
任
さ
れ
た
庄
官
が
、
領
家
に
た
い
し
職
務
遂
行
を
誓
約
し
た
請
文
。
請
文
の
誓
約

事
項
に
あ
ら
わ
れ
た
職
務
内
容
は
、
領
家
の
支
配
内
容
そ
の
も
の
で
あ
る
。

@
朝
廷
や
幕
府
か
ら
、
領
家
東
寺
へ
出
さ
れ
た
命
令
の
下
達
に
関
す
る
文
書
。

@
年
貢
・
公
事
の
賦
課
収
納
に
関
す
る
文
書

年
貢
の
額
(
斗
代
)
や
公
事
の
種
類
(
物
・
人
夫
役
等
)
を
定
め
た
文
書
、
庄
園
か
ら

の
年
貢
送
進
に
関
す
る
文
書
、
未
進
の
報
告
、
そ
し
て
庄
園
別
に
作
成
さ
れ
た
年
貢
の
収
支
決
算
を
し
た
算
用
状
(
散
用
状
〉
が
あ

る
@
年
貢
・
公
事
に
も
と
づ
く
寺
院
運
営
の
文
書

寺
内
に
お
け
る
法
会
・
行
事
の
運
営
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
年
貢
支
配
状
(
予
算

書
)
。
寺
内
の
経
済
組
織
別
の
収
支
決
算
を
し
た
、
五
方
算
用
状
ハ

uu、
浮
足
方
算
用
状
ハ
巴
、
造
営
方
算
用
状

av
仏
事
方
算
用
状

au

は
、
領
家
東
寺
が
庄
固
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
年
貢
・
八
ム
事
を
、
寺
内
運
営
に
資
す
る
場
合
の
経
済
構
造
を
把
握
で
き
る
い
わ
ゆ
る
帳
簿

型
の
文
書
で
あ
る
。

東寺領庄園と東寺

@
圧
園
現
地
か
ら
の
申
状
(
訴
状
)
等

こ
れ
ら
の
申
状
に
は
、
風
水
早
損
に
よ
る
減
収
の
た
め
年
貢
納
入
に
つ
い
て
そ
の
減
免
を
訴

え
た
文
書
や
庄
官
の
罷
免
を
領
家
に
訴
え
た
も
の
。
と
く
に
後
者
の
場
合
、
名
主
・
百
姓
が
連
署
し
た
「
惣
」
の
団
結
を
あ
ら
わ
す
文

書
が
あ
る
。
「
東
寺
百
合
文
書
」
に
は
、
若
狭
国
太
良
庄
・
播
磨
国
矢
野
正
・
備
中
国
新
見
圧
に
、
こ
の
例
が
み
ら
れ
る

av

@
庄
官
か
ら
の
注
進
状
・
書
状

庄
官
か
ら
の
現
地
報
告
、
太
良
庄
に
お
け
る
聖
宴
・
定
宴
(
鎌
倉
時
代
中
期
〉
や
弓
削
島
庄
の
栄
実

や
承
誉
(
同
前
)
、
そ
し
て
備
中
国
新
見
庄
三
職
(
公
文
・
追
捕
使
・
田
所
、
室
町
時
代
中
期
)
の
よ
う
に
、
す
で
に
庄
園
研
究
者
の
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聞
で
有
名
な
庄
官
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
庄
官
の
現
地
報
告
に
は
生
々
し
い
庄
閣
の
状
況
が
看
取
で
き
る
。
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⑦
絵
図
・
地
図
・
差
図

「
東
寺
百
合
文
書
」
に
は
垂
水
庄
差
図
(
思
の
よ
う
に
、

条
里
図
上
の
要
所
々
々
に
水
流
(
路
)
、

寺
社
一
建
造

物
、
樹
木
を
描
き
入
れ
た
絵
図
や
前
記
弓
削
島
の
和
与
差
図
、

そ
し
て
佳
川
用
水
差
図
白
〉
の
よ
う
な
用
水
路
の
図
、
が
あ
る
。

ま
た
、

新
見
庄
政
所
屋
差
図
品
〉
の
よ
う
に
、
中
世
庄
園
の
家
屋
敷
図
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

以
上
が
「
東
寺
百
合
文
書
」
の
文
書
群
に
、
庄
園
文
書
と
い
う
モ
ノ
サ
シ
を
宛
て
た
場
合
の
各
文
書
伝
存
例
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
文
書
が
、

寺
内
に
お
い
て
実
際
に
活
用
さ
れ
た
そ
の
軌
跡
を
側
面
か
ら
証
明
す
る
文
書
も
あ
る
。

こ
れ
は
「
引
付
」
(
幻
〉
(
引

付
け
て
照
合
す
る
意
味
)
と
い
わ
れ
、
南
北
朝
期
か
ら
東
寺
々
僧
に
よ
る
自
治
組
織
の
評
定
記
録
で
あ
る
。
供
僧
方
、
学
衆
方
と
い
う
よ

う
に
、
寺
内
組
織
別
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
記
録
と
は
い
え
、
主
観
的
な
個
人
の
日
記
で
は
な
く
、
年
毎
の
各
部
当
番
僧
(
年
預
)
が
、
評

定
の
集
(
衆
)
議
を
記
録
し
た
も
の
で
、
む
し
ろ
文
書
に
よ
り
近
い
存
在
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
文
書
と
記
録
の
中
聞
に
位
置
す
る
も
の

au

で
あ
る
。
そ
し
て
前
述
し
た
各
文
書
相
互
の
動
き
が
、
こ
の
引
付
に
よ
っ
て
領
家
の
内
側
か
ら
如
実
に
一
証
明
さ
れ
る
。

年
貢
輸
送
の
実
態
を
把
握
す
る
に
つ
い
て
、
我
々
は
庄
園
現
地
か
ら
京
都
東
寺
ま
で
の
輸
送
の
段
取
り
ど
お
り
に
文
書
を
な
ら
べ
て
み

て
、
そ
れ
ら
文
書
ど
う
し
の
相
関
関
係
を
、

で
き
る
か
ぎ
り
中
世
の
実
態
に
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
古
文
書
を
一
通
ず
つ
単
発

で
み
る
こ
と
も
、

た
し
か
に
重
要
で
あ
る
が
、

た
と
え
ば
命
令
の
伝
達
、
訴
訟
の
過
程
、
官
職
の
推
挙
補
任
の
よ
う
に
、
そ
の
一
件
に
関

す
る
文
書
を
な
る
べ
く
多
く
集
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
全
貌
が
み
わ
た
せ
る
よ
う
、
時
代
順
あ
る
い
は
事
実
関
係
や
手
続
の
段
階
順
に

し
た
が
い
、
そ
の
経
過
を
追
っ
て
文
書
を
な
ら
べ
な
が
ら
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
の
文
書
の
「
か
た
ま
り
」
と
し
て
取
り
扱
お
う
と
す
る
の
で

あ
る
。
本
稿
に
い
う
な
ら
ば
、
年
貢
輸
送
に
関
す
る
ひ
と
か
た
ま
り
の
文
書
と
し
て
、
輸
送
の
過
程
を
考
察
し
た
な
ら
ば
、

一
通
ず
つ
の

文
言
(
文
書
の
内
容
)
か
ら
判
断
す
る
よ
り
も
、

一
層
密
度
の
高
い
成
果
が
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
我
々
は
か
か
る
観
点
に
立
ち
、
今

日
に
伝
来
し
て
い
る
古
文
書
!
「
東
寺
百
合
文
書
」
ー
か
ら
、
中
世
に
お
け
る
年
貢
輸
送
の
実
態
を
知
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で



は
、
そ
の
文
書
の
集
約
・
分
析
の
方
法
の
一
端
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

年
貢
輸
送
の
文
書
に
つ
い
て

京
都
の
領
家
東
寺
と
庄
園
の
現
地
と
の
聞
の
紐
帯
は
、
実
質
的
に
「
年
貢
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
聞
に
動
い
た
文
書
か
ら
、
そ
の

実
質
川
年
貢
を
具
体
的
に
み
る
と
す
れ
ば
、

ま
ず
、
年
貢
納
入
の
義
務
を
履
行
す
る
庄
園
の
所
務
担
当
者
、
す
な
わ
ち
庄
官
の
補
任
状
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
取
り
あ
げ
た
五
箇
庄
園
を
含
め
て
、

一
般
に
東
寺
領
庄
園
の
よ
う
な
寄
進
地
系
庄
園
の
所
職
の
体
系
は
、
本

家
l
領
家
ま
た
は
預
所
i
下
司
l
公
文
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
前
記
五
箇
庄
園
の
場
合
、
庄
園
現
地
の
庄
務
の
権
能
が
領
家
東
寺
の
手
に

あ
り
、
預
所
以
下
の
庄
官
の
任
免
は
東
寺
が
行
な
っ
て
い
る
し
、
庄
官
の
権
限
の
宛
行
も
東
寺
が
行
な
っ
て
い
る
。
図
ー
は
、
弓
削
島
庄

の
定
喜
法
橋
を
預
所
に
補
し
た
時
の
補
任
状
で
あ
る
。
庄
官
諸
職
の
補
任
状
は
庄
官
の
交
替
の
度
毎
に
、
そ
の
つ
ど
出
さ
れ
て
い
る
。
補

任
状
の
文
言
に
は
、
庄
官
と
し
て
領
家
に
た
い
す
る
義
務
(
年
貢
〉
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
も
し
一
箇
庄
園
に
つ
い
て
、
庄
官
の
補

任
状
・
宛
行
状
を
編
年
に
な
ら
べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
各
世
代
の
所
務
(
年
貢
催
徴
・
納
入
〉
の
変
遷
が
掌
握
さ
れ
よ
う
。

補
任
さ
れ
た
庄
官
が
領
家
に
差
出
す
請
文
(
誓
約
書
)
は
、
年
貢
の
額
・
納
入
の
期
日
・
輸
送
の
手
段
を
箇
条
書
に
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ

東寺領庄園と東寺

れ
の
職
務
の
忠
実
な
る
履
行
を
誓
約
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
庄
務
が
代
官
請
負
制
の
場
合
に
は
、
任
料
を
と
っ
て
任
命
し
、
年
貢
は
年
数

を
限
り
年
々
一
定
額
年
貢
を
請
負
わ
せ
、
そ
の
か
わ
り
に
そ
の
代
官
に
一
定
の
代
官
得
分
(
給
与
〉
を
与
え
る
。
こ
の
と
き
、
代
官
は
領

家
と
契
約
を
か
わ
す
の
で
、
そ
の
代
官
職
契
約
状
に
よ
っ
て
、
年
貢
納
入
の
状
況
が
一
層
は
っ
き
り
す
る
は
ず
で
あ
る
。

年
貢
徴
収
の
第
一
線
と
な
る
庄
官
(
代
官
〉
の
任
命
が
お
わ
る
と
、
領
家
は
年
貢
・
公
事
以
下
各
種
納
入
物
の
収
取
の
実
行
H

圧
務
権
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執
行
を
す
る
。
こ
の
と
き
作
成
さ
れ
る
文
書
を
、
そ
の
手
続
に
し
た
が
っ
て
あ
げ
る
と
、

ま
ず
、
年
貢
・
公
事
の
注
文
類
(
徴
符
・
催
促
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状
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
年
毎
に
庄
園
か
ら
領
家
へ
収
納
す
る
年
貢
以
下
の
種
類
〈
品

弓削島圧預所職補任状案(京都府立総合資料館蔵)

目
)
、
賦
課
基
準
を
領
家
側
が
決
定
し
、
'
そ
れ
を
庄
官
に
告
知
す
る
文
書
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
は
庄
園
か
ら
領
家
へ
の
各
種
年
貢
・
八
ム
事
物
の
送
進
状
が
あ
る
(
図
3
)
0

送
進
状
に
は
、
基
本
的
に
は
送
り
届
け
る
年
貢
以
下
の
額
・
量
と
、
輸
送
途
中
の

経
費
お
よ
び
担
当
者
(
庄
官
の
場
合
、
現
地
の
名
主
百
姓
の
場
合
、
後
述
〉
が
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
か
に
、
送
進
に
要
す
る
費
用
を
控
除
分
と
し
て
記
載

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
陸
上
輸
送
の
「
車
力
」
、
運
送
人
夫
賃
の
「
加
兵
士
米
」
や

海
上
輸
送
さ
れ
た
年
貢
の
荷
上
げ
港
の
必
要
経
費
「
淀
津
定
」
ま
で
記
入
さ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
年
貢
送
進
状
の
発
給
責
任
者
は
、
現
地
の
圧
官
(
図
3

の
預
所
・
公
文
)
と
、
領
家
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
者
(
問
、
御
使
〉
で
あ
る
。

庄
園
か
ら
領
家
へ
輸
送
さ
れ
た
年
貢
以
下
に
つ
い
て
は
、
領
家
が
年
貢
を
請
取

っ
た
こ
と
を
現
地
へ
伝
え
る
領
家
の
年
貢
請
取
状
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
領
家
に

伝
来
し
た
「
東
寺
百
合
文
書
」
に
伝
存
し
て
い
る
請
取
状
は
、
す
べ
て
案
文
で
あ

図1

「
請
取
正
文
国
下
之
」
(
怒
と
あ
る
よ
う
に
、

正
文

る
。
と
き
に
は
こ
の
案
文
に

は
現
地
へ
送
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
は
、
領
家
が
請
取
っ
た
年
貢
を
配
分
す
る
支
配
状
が
あ
る
。
こ
れ
は
寺

院
運
営
費
の
計
算
書
(
配
分
書
〉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
領
家
に
納
め
ら
れ
た
年
買
を
年
々
に
収
支
決
算
し
た
算
用
状
が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
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年
貢
算
用
状
で
あ
る
が
、
散
用
状
と
も
記
し
、

一
年
間
の
年
貢
以
下
、

収
納
す
べ
き
基
本
額
と
水
害
や
ひ
で
り
・
虫
く
い
な
ど
の
損
害
分
(
損

免
)
、
荒
地
な
ど
作
付
し
な
か
っ
た
分
(
荒
不
作
分
〉
、
そ
し
て
用
水
の

管
理
費
や
耕
作
地
の
排
水
に
要
す
る
経
費
(
井
料
〉
、

お
よ
び
庄
固
に

本稿に取扱う五箇庄園の位置関係図

あ
る
寺
社
の
料
田
分
と
い
う
よ
う
に
必
要
経
費
を
書
き
あ
げ
る
。
さ
ら

に
総
高
か
ら
必
要
額
(
控
除
分
)
を
差
し
引
き
、
現
納
分
・
未
進
分
を

記
載
し
た
年
貢
の
総
決
算
書
と
い
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て

当
該
年
度
の
年
貢
が
、
庄
固
か
ら
た
し
か
に
輸
送
さ
れ
、
領
家
に
収
納

さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
稿
に
取
扱
っ
て
い
る
年
貢
輸
送
の
費
用
等
は
、
算
用
状
の
除
分
、

す
な
わ
ち
領
家
に
納
入
し
な
い
現
地
で
の
必
要
経
費
中
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
後
述
す
る
弓
削
島
庄
の
場
合
の
よ
う
に
、
貞
和
年

図 2

間
(
一
三
四
五

1
五
O
)
の
算
用
状
の
除
分
に
、
「
運
賃
・
雑
事
代
」
・

「
船
賃
」
・
「
両
使
尾
道
居
住
間
雑
事
料
」
・
「
野
島
酒
肴
料
」
と
い
う
よ

う
に
、
年
貢
を
海
上
輸
送
す
る
た
め
の
諸
経
費
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
未
進
分
(
滞
納
分
〉
の
年
貢
に
つ
い
て
は
、
「
定
使
」

や
「
御
使
」
(
領
家
東
寺
か
ら
下
向
し
た
〉
が
、
こ
れ
を
書
き
あ
げ
た
未
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進
報
告
書
〈
未
進
年
貢
注
文
)
を
作
成
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
文
書
お
よ
び
文
書
の
つ
な
が
り
が
、
本
稿
に
扱
う
年
貢
輸
送
の
基
本
的
な
手
続
を
示
す
文
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
き
わ
め
て

公
的
で
あ
り
、
図
式
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
(
文
書
〉
と
線
〈
文
書
ど
う
し
の
相
関
関
係
〉
を
、

一
層
肉
付
け
す
る
文
書
が
あ
る
。
そ

れ
が
庄
官
の
注
進
状
・
書
状
の
類
で
あ
る
。
注
進
状
や
書
状
を
扱
っ
て
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
端
裏
書
や
封
紙
に
、
う
け
と
っ

た
東
寺
側
に
お
い
て
記
入
し
た
注
進
状
・
書
状
の
到
来
年
月
日
で
あ
る

ay
す
な
わ
ち
発
信
の
日
付
と
京
都
東
寺
到
着
の
日
付
か
ら
、

そ
の
聞
の
日
数
を
つ
い
や
し
て
庄
園
か
ら
京
都
へ
届
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
わ
け
で
あ
る
。
年
貢
押
領
の
訴
え
や
年
貢
輸
送
上
の
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
訴
出
の
注
進
状
や
報
告
の
書
状
を
丁
寧
に
読
み
上
述
の
点
(
文
書
〉
と
線
(
文
書
ど
う
し
の
関
係
)
の
上
に
、
こ
れ
ら
の
情

報
を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
古
文
書
の
歴
史
的
見
解
を
も
う
一
段
ひ
ろ
げ
て
、
地
図
上
に
歴
史
的
空
聞
を
構
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
領
家
東
寺
に
伝
来
し
た
古
文
書
群
|
「
東
寺
百
合
文
書
」
ー
か
ら
、
年
貢
輸
送
の
史
料
を
得
る
手
段
と
し
て
、
領
家
(
京

都
東
寺
)
と
庄
園
の
聞
に
働
い
た
文
書
の
か
た
ま
り
を
構
成
し
、

そ
れ
ら
の
文
書
ど
う
し
の
相
関
関
係
か
ら
、
年
貢
輸
送
の
手
続
き
を
知

る
方
法
を
紹
介
し
た
。
以
下
、
本
稿
に
取
り
あ
げ
た
五
箇
庄
園
に
つ
い
て
、
「
東
寺
百
合
文
書
」
か
ら
得
ら
れ
る
具
体
的
な
年
貢
輸
送
の

文
書
を
紹
介
す
る
。

五

年
貢
輸
送
の
実
態

付

伊
予
国
弓
削
島
庄
詰
〉
の
場
合

瀬
戸
内
海
の
芸
予
諸
島
の
一
郭
に
位
置
す
る
こ
の
圧
園
(
島
)
は
、
建
礼
門
院
御
乳
母
従
三
位
藤
原
綱
子
の
養
母
源
氏
女
尼
真
性
が
相



伝
領
掌
し
た
所
領
で
あ
っ
た
が
、

承
安
元
年
(
一
一
七
一
〉
綱
子
に
譲
渡
さ
れ

av
の
ち
後
白
河
院
の
皇
女
宣
陽
門
院
領
と
な
り
、
延

応
一
克
年
三
二
三
九
)
に
宣
陽
門
院
よ
り
寄
進
さ
れ
東
寺
領
と
な
っ
た
。
本
田
三
町
三
反
余
の
ほ
か
に
、
畠
・
塩
浜
が
あ
る
。
延
応
寄
進

以
前
の
文
書
が
、
東
寺
関
係
文
書
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
施
入
時
に
お
け
る
東
寺
の
こ
の
庄
に
た
い
す
る
権
利
は
、
領
家
の
権
利

を
一
括
し
て
施
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宜
陽
門
院
は
仁
和
寺
菩
提
院
僧
正
行
遍
を
通
じ
て
、
弘
法
大
師
空
海
へ
の
帰
依
厚
く
、
行
遍
の

門
跡
に
た
い
し
て
、
こ
の
庄
園
の
相
伝
知
行
を
定
め
ら
れ
た
が
、
東
寺
で
は
「
不
定
伝
領
之
仁

不
混
寺
家
木
領

一
向
為
新
補
供
僧
供

料
地
」
ハ
号
と
し
て
管
領
し
た
。

東
寺
領
と
な
っ
た
弓
削
島
庄
に
は
、
す
で
に
地
頭
、
が
い
た
の
で
、

乾
元
二
年
(
二
二

O
三
〉
に
い
た
っ

て
、
東
寺
と
地
頭
と
の
問
に
下
地
中
分
が
行
な
わ
れ
た
〈
哲
結
果
、
島
は
三
分
の
二
領
家
方
、

三
分
の
一
地
頭
方
に
分
け
ら
れ
、

百
4
J

ト
u
n且

ゴ
日
」
J
1阜

期
ま
で
こ
の
体
制
は
続
い
た
。

近
年
有
名
無
実
一
」
(
号

し
か
し
、
康
正
二
年
三
四
五
六
)
に
は
、
「
弓
削
島
事

自
往
古
東
寺
領
之
処

に
な
っ
て
い
る
。

弓
削
島
庄
が
「
塩
の
圧
園
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
年
貢
の
中
心
は
塩
で
あ
っ
た
。
延
応
元
年
作
成
の
年
貢
所
当
等
注
文
(
年
貢
の
一
覧

表
、
と
画
三
号
〉
品
〉
に
よ
れ
ば
、
年
貢
の
筆
頭
は
塩
、

葛
粉
、

荒
布
が
主
た
る
年
貢
で
あ

そ
し
て
白
干
の
鯛
、
あ
ま
塩
の
鯛
、
鵬
桶
、

る
。
田
三
町
三
反
半
に
つ
い
て
は
「
但
、

か
の
斗
代
不
知
候
」
と
あ
り
、
斗
代
(
年
貢
額
)
が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か

東寺領庄園と東寺

っ
た
。年
貢
の
塩
を
送
る
に
つ
い
て
は
、
図
3
の
よ
う
な
送
進
状
が
作
成
さ
れ
た
。
送
進
状
は
、
現
地
弓
削
島
庄
の
預
所
・
公
文
と
、
京
都
東

寺
か
ら
下
向
し
た
定
使
(
御
使
)
が
連
署
し
て
い
る
。
図
3
の
送
進
状
に
よ
る
輸
送
の
場
合
、

七
月
二
五
日
に
作
成
し
た
送
進
状
の
端
裏

書
の
到
来
年
月
日
が
八
月
二
七
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
と
き
は
、
弓
削
島
か
ら
京
都
ま
で
一
箇
月
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
向
端
裏
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書
に
「
雑
掌
先
進
方
立
用
分
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
は
、
雑
掌
が
納
入
塩
分
の
銭
を
先
に
東
寺
に
納
入
し
、
こ
の
送
進
状
に
記
さ
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れ
た
一
五

O
俵
の
塩
を
京
着
後
銭
に
か
え
、
雑
掌
に
銭
を
融
通
し
た
左
衛
門
入

道
方
に
返
還
す
る
塩
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
弓
削
島
に
も
問
丸
が
お
り
、

京
都
に
は
七
条
坊
門
に
塩
屋
商
人
が
い
た
。

つ
ぎ
の
文
書
は
、
鎌
倉
時
代
後
期

の
問
丸
の
申
調
岳
)
(
伝
達
文
)
で
あ
る
。

正
麿
五
年
十
月
十
四
日
弓
削
嶋
問
丸
来
申
云
去
年
弓
削
御
年
貢

大

次

月
十
日
之
比
淀
ニ
問
渡
北
橋
端
-
一
若
候
備
後
弥
源
氏
付
之
云
々
而
俵

ミ

回

目

片

直
銭
一
俵
別
ニ
試
百
文
云
々
七
条
坊
門
塩
屋
商
人
買
取
之

去
正

数
百
九
十

経
両
三
日
之
後

直
銭
一
俵
別
四
百
文
責
之
白
申
之

送
進
状
の
端
裏
書
に
「
寺
納
分
」
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
塩
の
ま
ま
そ

つ
く
り
東
寺
の
庫
に
収
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
「
車
力
拾
五
俵
」
と
あ

り
、
こ
れ
は
淀
津
に
荷
上
げ
さ
れ
て
の
ち
、
鳥
羽
の
車
力
に
よ
っ
て
運
送
さ
れ

た
と
き
の
京
中
運
賃
で
あ
る

(80
た
い
て
い
の
場
合
、

年
貢
塩
総
量
の
一
割

図 3

ほ
ど
が
「
車
力
」
賃
で
あ
っ
た
。
淀
津
の
荷
上
げ
に
つ
い
て
は
、
「
徳
治
二
年

貢
季
引
付
」
(
習
に
よ
れ
ば
、

年
貢
運
上
之
時

淀
津
之
煩
無
之
様

兼
能
々
可
致
沙
汰
之
由

可
令
下

知
預
所
之
由
事

「
笠
符
可
有
用
意
」
(
号
こ
と
が
、

各
年
貢
船
に
言
い

が
、
供
僧
の
間
で
評
議
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
煩
を
避
け
る
た
め
に
、



渡
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
送
進
状
は
、
月
別
に
み
る
と
毎
年
七
月
か
ら
一
一
一
月
に
集
中
し
、
も
っ
と
も
多
い
月
は
九
月
で
あ
る
。

塩
の
輸
送
に
あ
た
っ
た
の
は

送
進
状
に
「
付
梶
取
」
と
あ
る
梶
取
品
〉
で
あ
る
。

二
八
通
の
現
存
の
送
進
状
か
ら
一
三
人
が
検
出
さ

れ
る
が
、

の
こ
り
九
名
に
つ
い
て
は
、
名
主
と
同
等
の
庄
民
で
あ
ろ
う
と
推
定

そ
の
う
ち
あ
き
ら
か
に
当
庄
の
名
主
で
あ
る
者
が
四
名
、

さ
れ
る
。
年
貢
輸
送
の
船
に
つ
い
て
は
、
そ
の
構
造
や
大
き
さ
に
関
す
る
文
書
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
(
歓
喜
光
寺

本
)
に
は
、

一
遍
に
殉
死
す
る
入
水
衆
を
描
い
た
場
面
(
第
一
一
一
巻
)
に
、
瀬
戸
内
海
を
行
く
一
本
帆
柱
の
船
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
中
世
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
の
年
貢
輸
送
船
で
あ
ろ
う
。
元
亨
四
年
(
一
三
二
四
)
の
年
貢
輸
送
の
際
、
「
播
磨
な
た
に
て
百
余
般
船
逢

大
風
候
皆
方
々
の
御
年
貢
米
塩

皆
ぬ
ら
し
て
候
」
詰
)
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
船
一

O
O余
般
が
船
団
を
な
し
て
航
行
し

て
い
た
ら
し
い
。

航
路
に
関
し
て
は
、
文
書
に
は
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
算
用
状
に
よ
れ
ば
、
東
寺
か
ら
島
へ
下
向
す
る
定
使
(
御

使
)
が
尾
路
(
尾
道
〉
に
逗
留
し
て
弓
削
島
へ
渡
る
便
船
を
待
っ
て
い
る
の
で
(
尾
路
逗
留
分
)
、
年
貢
を
積
ん
だ
船
も
い
ち
お
う
島
を

出
て
か
ら
船
首
を
北
に
向
け
、
尾
道
・
鞘
を
経
て
播
磨
灘
へ
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
文
安
二
年
〈
一
四
四
五
)
「
兵

庫
北
関
入
船
帳
」
に
は
、
弓
削
島
船
籍
の
船
が
二
六
回
入
関
し
て
い
る
の
で
、

お
そ
ら
く
中
世
を
通
し
て
、
兵
庫
関
を
経
由
し
て
い
た
の

東寺領庄閣と東寺

で
あ
ろ
う

av
ま
た
、
南
北
朝
期
の
算
用
状
に
「
野
島
酒
肴
料
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
海
賊
と
も
い
わ
れ
た
初
期
の
村
上
水
軍
(
能
島
方
〉

で
あ
る
が
、
貞
和
四
・
五
年
頃
、
彼
等
に
酒
肴
料
が
平
均
一
貫
五
百
文
支
払
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
京
都
よ
り
定
使
入
島
に
際
し
て
警
悶

さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

約
一
箇
月
の
日
々
を
か
け
て
、
塩
の
庄
園
弓
削
島
か
ら
東
寺
へ
収
納
さ
れ
た
塩
は
、
寺
内
に
お
い
て
供
僧
達
に
支
給
さ
れ
た
。
前
述
し
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た
文
永
一
一
年
(
一
二
七
四
〉
の
寺
納
分
の
場
合
、
梶
取
永
延
が
運
ん
だ
五
七
俵
六
斗
の
塩
は
、

五
回
俵
八
舛
が
現
物
で
支
給
さ
れ
、

の
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こ
り
三
俵
四
斗
八
舛
は
、
代
銭
一
七

O
文
に
換
金
さ
れ
た
。
塩
支
給
の
内
訳
は
、
供
僧
一
九
人
に
人
別
二
俵
宛
支
給
、
そ
の
の
こ
り
は
三

上
人
と
公
文
に
人
別
一
俵
宛
、
預
以
下
一
一
人
の
下
級
僧
に
人
別
三
斗
二
舛
宛
支
給
さ
れ
た
。

~ 

播
磨
国
矢
野
庄
ハ
曹
の
場
合

平
安
時
代
中
期
に
赤
穂
郡
司
秦
為
辰
が
開
発
し
、
保
延
三
年
三
一
三
七
)
に
庄
号
が
た
て
ら
れ
た
。
領
家
職
は
藤
原
長
房
を
経
て
、

そ
の
女
美
福
門
院
に
伝
領
さ
れ
、
以
後
皇
室
領
と
し
て
八
条
院
・
安
嘉
門
院
・
亀
山
上
皇
・
後
宇
多
上
皇
に
伝
わ
り
、
正
和
二
年
(
一
一
一
一

二
二
〉
後
宇
多
上
皇
よ
り
同
庄
例
名
領
家
職
を
東
寺
へ
寄
進
(
号
、

さ
ら
に
文
保
元
年
(
一
三
一
七
)
同
庄
浦
分
領
家
職
が
東
寺
へ
寄
進

さ
れ
た

av
例
名
は
東
寺
領
と
な
る
以
前
の
永
仁
六
年
(
一
二
九
八
〉
に
領
家
雑
掌
と
地
頭
の
聞
で
中
分
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、

東

寺
が
上
皇
の
寄
進
に
よ
り
所
領
と
し
た
の
は
、
3

下
地
中
分
の
結
果
一
円
地
と
な
っ
た
西
方
領
家
分

a)で
あ
る
。
寺
内
で
は
、

供
僧
・
学

衆
に
よ
り
知
行
さ
れ
た
が
、
観
応
二
年
(
一
三
五
一
〉
に
は
さ
ら
に
折
半
し
、
例
名
は
供
僧
方
・
学
衆
方
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
の
頃
の
年

貢
は
、
双
方
そ
れ
ぞ
れ
一
二

O
石
前
後
で
あ
っ
た
が
、
文
安
元
年
(
一
四
四
四
〉
に
は
一
九
石
余
と
な
り
、
永
正
・
大
永
の
頃
(
一
五

O

四
J
一
一
八
)
に
は
実
質
的
に
消
滅
し
た
。

矢
野
庄
の
年
貢
に
関
す
る
文
書
は
、

ま
ず
年
貢
徴
収
の
台
帳
〈
哲
に
あ
た
る
斗
代
定
帳
が
あ
る
。

こ
れ
に
は
面
積
・
回
日
間
(
収
穫
高
別

の
団
地
等
級
)
と
田
品
に
応
じ
た
年
貢
米
額
と
、

そ
れ
を
各
名
ご
と
に
集
計
し
た
帳
簿
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
矢
野
庄
の
年
貢
の

規
模
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
斗
代
定
帳
に
基
づ
き
、

各
名
主
あ
て
に
年
貢
納
入
を
命
じ
た
文
書
が
斗
代
定
文

a〉
で
あ
る
。

'--

の

文
主
百
は
、

た
い
て
い
の
庄
園
の
場
合
、
名
主
職
補
任
状
で
出
さ
れ
る
年
貢
納
入
命
令
が
、
矢
野
庄
の
場
合
だ
け
は
斗
代
定
下
文
で
出
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
文
書
の
形
式
は
、
前
述
斗
代
定
帳
に
記
さ
れ
た
田
畠
の
所
在
地
・
面
積
・
田
品
・
年
貢
の
額
(
年
貢
高
)
が
記
さ

れ
、
そ
の
宛
所
は
名
主
で
あ
る
。
こ
う
し
た
斗
定
下
文
は
、
領
家
東
寺
か
ら
矢
野
庄
全
庄
の
名
主
に
、
同
一
日
付
で
い
っ
せ
い
に
出
さ
れ



た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
、
暦
応
二
年
(
一
三
三
九
)
八
月
二
五
日
付
、
貞
和
二
年
〈
一
三
四
六
)
四
月
一

O
日
付
の
も
の
が
、

案
文
も
含
め
て
四
通
伝
わ
っ
て
い
る
。
年
聞
の
年
貢
米
を
集
計
し
た
文
書
が
、

斗
代
定
目
録
♀
〉
で
あ
る
、

矢
野
庄
の
年
貢
散
用
状
の
初

見
は
、
貞
和
二
年
(
一
三
四
六
)
で
あ
る
が
、
前
述
斗
代
定
目
録
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
年
貢
額
が
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
証
明
さ
れ
る
。

矢
野
庄
の
年
貢
米
は
、

現
地
に
お
け
る
和
市
に
よ
っ
て
銭
に
替
え
ら
れ
、

京
進
さ
れ
る
。
算
用
状

a〉
か
ら
は
年
間
数
回
に
及
ぶ
年
貢

銭
の
京
進
の
額
お
よ
び
運
送
に
当
る
夫
賃
(
人
夫
賃
)
が
、
庄
園
現
地
の
必
要
経
費
(
国
下
用
〉
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
就
中
、
庄

下
の
検
地
に
下
向
す
る
領
家
の
上
使
に
つ
い
て
、
そ
の
滞
在
費
も
国
下
用
で
あ
っ
た
。

年
貢
の
送
進
に
は
、
そ
の
つ
ど
年
貢
あ
る
い
は
公
事
銭
の
送
進
状
が
出
さ
れ
た
。
輸
送
に
関
し
て
は
、
貞
和
四
年
(
一
三
四
八
)
の
学

衆
方
の
評
定
に
お
い
て
、
「
明
年
必
以
船
可
運
送
由
可
下
知
事
」
が
決
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
室
津
か
ら
船
を
出
し
、

さ
き
の
弓
削
島

か
ら
の
塩
の
輸
送
と
同
じ
航
路
を
た
ど
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

同
日

若
狭
国
太
良
庄
品
〉
の
場
合

東寺領庄園と東寺

こ
の
庄
は
、

本
家
と
し
て
歓
喜
寿
院
を
い
た
だ

仁
治
元
年
(
一
二
四

O
〉
仁
和
寺
の
道
如
法
親
王
よ
り
東
寺
へ
寄
進
さ
れ
た

av

き
、
東
寺
が
得
た
権
利
は
領
家
職
で
、
そ
の
管
領
は
供
僧
中
に
ま
か
さ
れ
た
。
地
頭
職
は
若
狭
民
が
帯
し
て
い
た
が
、
正
安
四
年
〈
一
三

い
ち
じ
得
宗
家
の
御
内
御
領
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
幕
府
滅
亡
後
、
後
醍
醐
天
皇
よ
り
地
頭
職
は
東
寺
へ
寄
進
さ

O
二
)
頃
、

れ

av
以
来
、
領
家
・
地
頭
両
職
と
も
に
東
寺
が
管
領
す
る
一
円
寺
領
と
な
っ
た
。

太
良
庄
か
ら
の
年
貢
は
、

建
長
六
年
(
一
二
五
四
)
の
目
録

auに
よ
れ
ば
、

年
貢
一
八
六
石
余
、
糸
・
綿
・
上
美
布
・
四
節
句
雑
菓

93 

子
・
大
豆
等
の
雑
物
と
、
収
納
勘
料
代
銭
一
貫
文
で
あ
る
。
糸
・
綿
等
の
雑
物
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
い
た
っ
て
も
、
京
都
へ
送
ら
れ
て
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い
た
。
現
在
、
そ
の
当
時
の
送
進
状
晶
〉
が
の
こ
っ
て
い
る
。

庄
園
研
究
上
、
有
名
な
圧
官
で
あ
っ
た
真
行
一
房
定
宴
に
つ
い
て
、
「
東
寺
百
合
文
書
」
に
は
、

定
宴
が
若
狭
国
太
良
庄
預
所
と
し
て
年

貢
佃
大
豆
の
納
入
を
誓
約
し
た
請
文

a〉
を
は
じ
め
、

年
貢
輸
送
・
庄
官
補
任
お
よ
び
京
都
六
波
羅
で
行
な
わ
れ
た
訴
訟
の
こ
と
な
ど
、

定
宴
自
身
が
京
都
の
東
寺
へ
様
々
な
報
告
を
行
な
っ
て
い
る

av
こ
れ
ら
定
宴
の
書
状
が
伝
わ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、

太
良
庄
|
京
都

の
聞
の
中
位
に
お
け
る
位
置
関
係
を
知
り
、
輸
送
の
規
模
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

と
く
に
年
貢
の
輸
送
に
つ
い
て
は
、
定
宴
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
山
を
越
え
て
琵
琶
湖
岸
に
出
て
、

そ
こ
か
ら
湖
上
輸
送
を
し
て
大
津
に

陸
上
げ
し
、
逢
坂
山
を
こ
え
て
京
都
へ
運
ん
だ
。
建
武
元
年
(
一
三
三
五
)

一
一
一
月
、
年
貢
運
送
中
に
湖
上
高
島
郡
の
打
下
浜
(
現
在
の

国
鉄
湖
西
線
近
江
高
島
駅
近
辺
の
湖
岸
)
で
大
風
に
あ
い
、

年
貢
を
失
っ
た
こ
と
を
領
家
東
寺
に
報
告
〈
臼
〉
し
て
い
る
。

年
貢
輸
送
に
あ

た
っ
た
の
は
、
綱
丁
(
合
定
)
と
い
う
夫
が
お
り
、
そ
の
補
任
状
が
あ
る
と
と
も
に
、
年
貢
の
送
進
状
に
綱
丁
の
た
め
の
夫
賃
(
綱
丁
給
)

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

太
良
か
ら
京
都
東
寺
ま
で
の
日
数
は
、

た
と
え
ば
嘉
元
三
年
(
一
三

O
五
)
の
年
貢
減
免
申
請
(
日
)
の
場

合
、
八
月
三
ハ
日
付
の
申
状
が
八
月
二
九
日
に
京
着
、
翌
日
の
三

O
日
に
供
僧
の
評
定
に
か
か
る
と
い
う
段
取
り
で
あ
っ
た
。

帥

備
中
国
新
見
庄
品
〉
の
場
合

も
と
最
勝
光
院
(
建
春
門
院
御
願
所
)
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
正
中
三
年
(
一
三
二
六
)
後
醍
醐
天
皇
か
ら
同
院
々
務
職
が
東
寺
に
寄

進
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
東
寺
領
庄
園
と
な
っ
た
。
寄
進
当
初
よ
り
領
家
職
は
官
務
小
槻
家
に
あ
り
、
東
寺
は
小
槻
家
と
の
相
論
を
経

て
、
観
応
二
年
(
一
三
五
一
)
東
寺
が
京
着
年
貢
の
七
分
の
一
を
小
槻
家
に
渡
す
契
約
を
し
て
、
以
後
、
本
家
・
領
家
職
を
併
せ
て
管
領

し
た
。
地
頭
職
は
後
醍
醐
天
皇
が
没
収
し
、
こ
れ
も
東
寺
へ
寄
進
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
現
地
の
新
見
氏
の
手
中
に
あ
っ
た
の
で
、
東
寺

が
戦
国
期
に
い
た
る
ま
で
維
持
し
た
の
は
領
家
職
で
あ
る
。

文
書
の
伝
存
状
況
は
、

南
北
朝
期
の
小
槻
家
と
の
相
論
文
書
員
)
と
東
寺
領



と
な
る
以
前
、
文
永
八
年
(
一
二
七
二
に
下
地
中
分
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
と
き
の
地
頭
方
(
西
方
)
と
領
家
方
(
東
方
〉
の
在
地
構
造

を
示
す
文
章
日
(
号
が
あ
る
。

新
見
庄
の
年
貢
に
つ
い
て
、

丁
寧
に
文
書
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
寛
正
二
年
(
一
四
六
一
)
現
地
か
ら
の
訴
え
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま

で
の
守
護
細
川
氏
の
被
官
が
免
ぜ
ら
れ
、
東
寺
直
務
支
配
と
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
寛
正
二
年
一
一
月
一
五
日
付
の
、
最
初
に
新
見
庄
に

下
向
し
た
東
寺
の
直
務
代
官
祐
深
・
祐
成
が
、

庄
の
様
子
を
京
都
へ
報
告
し
た
注
進
状
〈
号
は
、

中
世
庄
園
の
現
地
の
状
況
を
な
ま
な
ま

し
く
伝
え
た
文
書
と
し
て
、

つ
と
に
研
究
者
の
間
で
有
名
な
文
書
で
あ
る
が
、
年
貢
に
つ
い
て
は
、

地
下
御
年
貢
高
頭

粗
注
進
中
入
候

両
人
心
の
及
と
こ
ろ
淵
底
を

京
都
に
て
承
及
候
に
は
相
違
候
問

帳
面
己
上
為
御
心
得

つ
く
し
尋
究
候
へ
共

と
あ
る
。
新
見
庄
で
は
、
現
地
の
所
務
を
と
り
は
か
る
三
職
(
公
文
・
追
捕
使
・
田
所
〉
が
お
り
、
東
寺
の
直
務
支
配
は
、

如
此
三
職
申
入
候
事

こ
の
三
職

(
庄
官
)
と
連
絡
を
と
り
あ
う
こ
と
に
よ
り
進
行
し
て
い
っ
た
。
了
蔵
と
い
う
飛
脚
が
往
復
し
、
新
見
庄
か
ら
の
一
一
一
職
の
注
進
状
が
京
都

東
寺
へ
運
ば
れ
た
が
、
こ
の
新
見
庄
関
係
文
書
に
お
け
る
書
状
・
注
進
状
の
伝
来
は
、
他
の
庄
園
に
は
み
ら
れ
な
い
特
色
と
い
え
る
。
前

述
の
祐
深
・
祐
成
に
次
い
で
、
直
務
代
官
と
な
っ
た
祐
清
は
、
寛
正
三
年
九
月
五
日
に
新
見
庄
に
下
着
し
た
。
こ
の
日
よ
り
、
祐
清
が
不

東寺領庄園と東寺

慮
の
死
を
と
げ
る
寛
正
四
年
八
月
二
五
日
ま
で
の
聞
に
、
代
官
祐
清
が
作
成
し
た
新
見
庄
年
貢
銭
送
進
状
が
一
五
七
通
ま
と
ま
っ
て
、
教

王
護
国
寺
文
書
白
〉
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

さ
い
ふ

割
符
で
あ
る
ハ
型
。
割
符
を
持
っ
た
夫
丸
は
、

ひ
と
つ
ふ
た
つ

京
着
が
遅
れ
た
。
割
符
は
一
、
二
と
勘
定
さ
れ
た
が
、
「
一
度
に
七
・
八
ま
い
り
候
わ
ん
」

a)こ
と
を
東
寺
が
現
地
に
望
ん
で
い
る
と

新
見
庄
か
ら
京
都
へ
の
年
貢
送
進
は
、

関
係
文
書
に
よ
る
限
り
年
一
事
銭
を
為
替
に
仕
立
て
た

京
都
ま
で
こ
れ
を
持
参
し
た
が
、

と
き
に
は
半
割
符
の
本
主
が
摂
津
国
に
い
た
た
め
に
、

95 

こ
ろ
を
み
る
と
、

い
っ
ぽ
う
で
は
割
符
の
取
扱
い
に
つ
い
て
「
煩
敷
候
け
る
曲
事
候
」

a)と
い
い
な
が
ら
、
年
貢
銭
の
納
入
を
一
層
催
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促
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

新
見
圧
か
ら
は
、
漆
・
紙
・
蝋
等
が
現
物
輸
送
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
荷
物
は
、
新
見
か
ら
高
梁
川
を
船
便
で
下
り
、
こ
の
川
が
瀬
戸
内

海
へ
注
ぐ
川
口
の
連
島
に
お
い
て
集
荷
さ
れ
ハ
m
m
v

瀬
戸
内
海
を
海
上
輸
送
さ
れ
た
。

弓
削
島
の
塩
の
輸
送
と
同
じ
航
路
を
と
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
の
船
に
、
割
符
(
年
貢
銭
〉
を
持
っ
た
夫
丸
も
乗
船
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
割
符
の
「
裏
付
」
(
銭
に
替

え
る
こ
と
)
を
す
る
銭
主
が
、

「
あ
ま
が
崎
」
あ
る
い
は
「
山
崎
ひ
ろ
せ
大
も
ん
し
屋
」
(
山
田
)
な
ど
、
淀
川
畔
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら

推
定
す
る
の
で
あ
る
。

新
見
庄
の
現
地
の
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た
三
職
や
東
寺
の
直
務
代
官
が
京
都
の
領
家
東
寺
へ
出
し
た
報
告
(
注
進
状
・
書
状
)
は
、
平

均
七
日
か
ら
一
一
一
日
間
を
つ
い
や
し
て
京
都
に
着
い
た
。
こ
れ
は
多
く
の
場
合
、
現
地
か
ら
の
文
書
を
受
け
取
っ
た
東
寺
の
方
で
、
文
帯
十
一
日

の
端
裏
に
「
到
来
年
月
日
」
を
記
入
し
て
い
る
の
で
、
飛
脚
が
運
ぶ
日
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
注
進
状
や
害
状
の
本
文
中
に

も
「
去
月
廿
八
日
御
返
事
、
当
月
八
日
下
着
候
」
、
あ
る
い
は
「
去
月
廿
一
日
注
進
、
同
晦
日
到
来
候
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
京

都
l
新
見
間
の
所
要
日
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

伺

大
和
国
平
野
殿
庄
晶
〉
の
場
合

こ
の
庄
園
は
、
仁
和
寺
菩
提
院
行
遍
が
宣
陽
門
院
に
濯
頂
を
授
け
た
と
き
、
そ
の
礼
と
し
て
女
院
か
ら
賜
っ
た
。
暦
仁
三
年
〈
一
二
三

九
)
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
行
遍
は
、
建
長
四
年
(
一
二
五
二
〉
に
、
こ
れ
を
新
補
供
僧
の
料
所
と
し
て
東
寺
に
寄
せ
、
供
僧
中
の
領
知
に

ま
か
せ
た
。

の
ち
正
応
四
年
(
一
二
九
一
)
に
圧
官
(
預
所
)
の
任
免
権
を
得
、
東
寺
側
で
は
ご
円
地
異
他
所
領
」
と
し
て
い
た
が
、

輿
福
寺
々
僧
(
「
強
剛
名
主
」
〉
白
)
等
の
抵
抗
も
あ
り
、
東
寺
と
現
地
と
の
関
係
は
問
題
山
積
で
あ
っ
た
。

こ
の
庄
の
年
貢
は
、
京
進
米
(
元
亨
四
年
に
は
六
石
四
斗
六
合
〉
・
京
進
の
銭
(
同
年
六
貫
八
八
七
文
〉

で
あ
っ
た
が
、

ほ
か
に
他
の



庄
固
に
は
み
ら
れ
な
い
年
貢
と
し
て
、
菜
・
松
茸
・
瓜
・
筆
・
餅
・
菓
子
・
筆
・
せ
ん
こ
う
(
線
香
)
が
あ
っ
た
(
旬
。
平
野
股
庄
関
係
文

査
一
日
中
に
、
庄
官
(
預
所
〉
の
補
任
状
お
よ
び
そ
れ
に
た
い
す
る
請
文
も
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
中
期
よ
り
丁
寧
に
の
こ
っ
て
い
る
の
は
、
瓜
-

松
茸
等
の
年
貢
送
進
状
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
年
貢
は
、
す
べ
て
恒
例
年
貢
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
豊
富
は
生
物
が
平
野
殿
庄
の
年
貢
の

特
色
で
あ
っ
た
。
運
送
の
日
数
は
、
送
進
状
の
日
付
と
、
そ
の
端
裏
の
翌
日
の
日
付
と
を
み
る
と
、
平
野
殿
庄
を
出
発
し
た
翌
日
に
東
寺

へ
納
入
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
茸
等
の
運
送
に
あ
た
っ
た
の
は
、
惣
追
補
使
等
の
庄
官
で
あ
っ
た
。
文
永
一

O
年
(
一
二
七
一
二
)
の
送
進
状
に
、

壇
供
餅
廿
枚
内
ノ
五
枚
ハ

惣
追
補
使
逃
亡
之
間

不
進
候
也
(
侃
〉

と
い
う
「
但
書
」
が
み
と
め
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
運
送
の
途
中
、
惣
追
補
使
が
二

O
枚
の
餅
の
内
五
枚
を
掠
め
て
逃
げ
た
の
で
、
そ
の
分

進
上
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
断
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
松
茸
は
、
こ
の
庄
が
東
寺
領
と
な
っ
た
当
初
よ
り
年
貢
に
あ
げ
ら
れ
「
平
野
股
例

進
松
茸
」
晶
〉
と
い
わ
れ
た
。

室
町
時
代
永
享
三
四
二
九
J
四
一
)
頃
の
文
書
に
松
茸
進
上
先
を
定
め
、

そ
の
格
納
用
の
折
箱
を
注
文

し
て
い
る
文
書
が
あ
る
。
松
茸
進
上
員
数
注
文
・
松
茸
進
上
折
代
弁
人
夫
代
注
文
と
い
う
文
書
ぬ
)
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
室
町
幕
府

の
管
領
・
奉
行
人
ら
へ
の
秋
の
贈
物
と
し
て
東
寺
か
ら
進
上
さ
れ
て
い
る
。
東
寺
が
収
納
し
た
年
貢
の
行
先
が
知
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。

東寺領正閏と東寺

-'-J、
お

わ

り

に

「
東
寺
百
合
文
書
」
に
よ
っ
て
、
年
貢
輸
送
の
実
態
を
探
る
と
い
う
我
々
の
作
業
は
、

ま
だ
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
あ
ま
り
に

も
文
書
の
量
が
多
く
、

か
つ
東
寺
領
庄
園
が
全
国
多
方
面
に
わ
た
っ
て
所
在
し
て
い
る
た
め
、
各
庄
園
の
諸
例
を
集
約
す
る
こ
と
は
容
易
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で
は
な
い
。
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し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
報
告
し
た
よ
う
な
方
法
す
な
わ
ち
各
庄
園
の
各
々
関
係
文
書
を
悉
皆
あ
つ
め
て
、

そ
こ
か
ら
年
貢
輸
送
に
関

す
る
文
書
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
の
文
書
を
実
際
に
年
貢
輸
送
の
た
め
に
働
い
た
よ
う
に
並
べ
て
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
庄

官
補
任
(
補
任
状
)
庄
官
の
年
貢
納
入
の
誓
約
(
請
文
)
|
送
進
通
知
(
年
貢
送
進
状
)
|
領
家
の
年
貢
収
納
(
請
取
状
〉
|
領
家
内

の
年
貢
分
配
(
支
配
状
〉
年
毎
の
年
貢
収
支
決
算
(
年
貢
算
用
状
)
の
よ
う
に
文
書
を
順
序
だ
て
て
な
ら
べ
て
、
各
文
書
の
機
能
的
相

関
関
係
を
把
握
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
り
、
年
貢
輸
送
を
実
証
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

今
日
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
行
な
わ
れ
て
い
る
歴
史
学
に
重
点
を
置
い
た
古
文
書
整
理
の
原
則
は
、
編
年
編
成
の
古
文
書
目
録
で
あ
り
、

編
年
配
列
の
史
料
集
で
あ
る
。
そ
う
し
た
史
料
集
収
作
業
と
も
‘
平
行
し
て
、
我
々
は
地
図
の
ひ
ろ
が
り
の
上
に
、
当
時
実
際
に
働
い
た
文

書
の
軌
跡
を
点
ず
る
こ
と
を
行
な
い
、
「
古
文
書
と
地
図
」
の
組
み
合
せ
か
ら
、
史
料
の
密
度
を
一
層
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
東
寺
百
合
文
書
」
は
、
現
在
全
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
撮
影
が
完
了
し
、
誰
で
も
、

ど
ん
な
方
法
で
で
も
京
都
府
立
総
合
資
料
館
へ
申
込

み
さ
え
す
れ
ば
、
実
費
で
紙
焼
き
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

註

(
1
)

東
寺
領
庄
園
に
つ
い
て
は
竹
内
理
一
一
一
『
寺
領
領
荘
園
の
研
究
』
畝
傍
史
学
叢
書
、

大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
が
あ
る
。

(
2
)

『
東
寺
文
書
緊
英
』
同
朋
舎
、
一
九
八
五
。

(
3
)

赤
松
俊
秀
編
『
教
王
護
国
寺
文
書
』
一

O
巻
一
冊
(
絵
図
編
)
平
楽
寺
書
広
、
一
九
六
二

t
七
一
。

(
4
)

京
都
府
立
総
合
資
料
館
編
『
東
寺
百
合
文
書
目
録
』
五
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
l
七
九
、
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
…
け
東
寺
文
書
』
七
巻

(
い
画

t
わ
画
)
。

一
九
四
二
。
網
野
善
彦
『
中
世
東
寺
と
東
寺
領
荘
園
』
東
京
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京
都
府
立
総
合
資
料
館
編
『
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
一
一
一
号
に
写
真
収
録
。

『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
東
寺
文
書
』
第
一
所
収
。

「
東
寺
百
合
文
書
」
に
関
係
文
書
の
伝
来
す
る
庄
園
、
山
城
国
池
田
庄
・
植
松
庄
・
梅
津
圧
・
上
野
(
上
桂
)
庄
・
久
世
上
下
庄
・
葛
原
新
庄

・
久
我
庄
・
下
三
栖
庄
・
芹
川
庄
・
竹
田
庄
・
西
八
条
西
庄
・
鳥
羽
庄
・
祝
園
正
・
拝
師
(
士
山
)
庄
・
真
幡
木
正
・
庖
原
庄
、
大
和
国
生
馬
庄
・

河
原
城
圧
・
下
鳥
見
庄
・
高
殿
庄
・
槍
牧
庄
・
平
野
殿
庄
・
平
瀬
庄
、
摂
津
国
榎
坂
郷
・
垂
水
庄
・
長
谷
圧
、
河
内
国
大
和
田
圧
・
新
開
庄
・
納

呂
岐
庄
、
伊
賀
国
平
柿
庄
、
伊
勢
国
大
国
庄
・
川
合
庄
、
尾
張
国
大
成
庄
、
三
河
国
山
中
郷
、
遠
江
国
初
倉
庄
・
原
田
庄
・
村
櫛
庄
、
常
陸
国
信

太
庄
、
近
江
国
甲
良
庄
・
河
道
庄
・
永
吉
保
・
南
北
速
水
庄
・
檎
物
庄
・
三
村
庄
(
嶋
郷
)
、
若
狭
国
太
良
庄
、
越
前
国
志
比
庄
、
加
賀
国
東
前

保
、
丹
波
国
大
山
庄
・
葛
野
庄
・
野
口
庄
・
宮
田
庄
、
丹
後
国
土
口
囲
庄
、
播
磨
国
矢
野
庄
・
坂
越
庄
・
菅
生
庄
・
平
津
庄
、
備
前
国
福
岡
庄
(
吉

井
村
)
、
備
中
国
新
見
庄
、
備
後
国
因
島
庄
・
三
津
庄
、
出
雲
国
井
尻
保
、
安
芸
国
後
三
条
院
新
勅
旨
田
・
志
芳
圧
・
三
田
郷
、
周
防
国
美
和
庄

(
兼
行
方
)
、
紀
伊
国
三
上
庄
、
阿
波
国
大
野
庄
、
伊
予
国
昧
酒
郷
・
弓
削
島
庄
、
土
佐
国
安
芸
庄
・
筑
前
国
植
木
庄
、
筑
後
国
三
瀦
庄
、
肥
前
国

彼
杵
庄
・
松
浦
庄
、
肥
後
国
神
倉
庄
。
な
お
散
在
所
領
と
し
て
、
東
寺
・
4

辺
水
田
五
二
箇
所
・
洛
中
左
京
散
在
所
領
四
五
箇
所
・
同
右
京
散
在
所

領
二
六
箇
所
・
紀
伊
都
散
在
所
領
五
二
筒
所
・
乙
訓
郡
散
在
所
領
二
七
箇
所
の
文
書
が
あ
る
。

(
8
)

須
磨
千
頴
「
山
城
国
紀
伊
郡
拝
師
荘
史
の
一
考
察
|
畿
内
型
荘
園
史
の
再
検
討
の
た
め
に
l
」
歴
史
学
研
究
二
三
七
。

(
9
)

『
吹
田
市
史
』
第
五
巻
、
一
九
七
五
は
、
垂
水
庄
の
史
料
集
で
あ
る
。

(
叩
)
拙
稿
「
大
和
国
治
牧
庄
の
相
伝
文
書
」
古
文
書
研
究
二
一
、
一
九
七
八
。

(
日
)
拙
稿
「
公
家
訴
訟
に
お
け
る
文
書
の
機
能
論
的
考
察
」
古
文
書
研
究
一
回
、
一
九
八

O
。

(
ロ
)
伊
予
国
弓
削
島
庄
地
頭
領
家
相
分
差
図
、
と
画
一
五
三
号
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
編
『
続
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
七
九
号
文
書
に
写
真
収

録。

(
日
)
(
U
)
 

(
日
)

(
崎
)

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

岡
田
智
行
「
東
寺
五
方
に
つ
い
て
」
年
報
中
世
史
研
究
七
、
一
九
八
二
。

中
村
研
「
中
世
東
寺
の
東
寺
境
内
款
冬
町
に
つ
い
て
」
、
『
京
都
社
会
史
研
究
』
所
収
、
一
九
六
九
。

毛
利
一
憲
「
東
寺
修
造
略
史
」
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
二
一
、
一
九
七
五
。
網
野
善
彦
前
掲
書
。

拙
稿
「
中
世
に
お
け
る
東
寺
洛
中
散
在
所
領
の
文
書
に
つ
い
て
」
資
料
館
紀
要
一
一
、
一
九
八
三
。



100 

(
げ
)
京
都
府
立
総
合
資
料
館
編
『
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
一
一
一
一
一
一
号
文
書
(
太
良
圧
)
o

同
『
続
図
録
東
寺
百
合
文
書
』

一
八
二
号
文
書
(
新
見
庄
)
に
百
姓
申
状
が
写
真
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
問
)
『
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
九

O
号
文
書
に
写
真
収
録
。

(
四
)
『
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
八
七
見
方
文
書
に
写
真
収
録
。

(
却
)
サ
画
三
三
九
号
新
見
庄
地
頭
方
百
姓
谷
内
家
差
図
。

(
幻
)
京
都
府
立
総
合
資
料
館
昭
和
六

0
年
度
東
寺
百
合
文
書
展
図
録
『
中
世
の
寺
院
』
(
富
田
正
弘
編
集
)
に
、
寺
内
各
方
の
引
付
の
種
類
に
つ
い

て
写
真
紹
介
し
て
い
る
。

(
担
)
佐
藤
進
一
「
中
世
史
料
論
」
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
二
五
所
収
、
一
九
七
六
。

(
幻
)
ヨ
画
一
一
号
伊
予
国
弓
削
島
庄
公
文
・
預
上
れ
ん
連
署
塩
請
取
状
案
。

(
却
)
書
状
の
類
は
、
伝
達
の
機
能
を
果
せ
ば
用
捨
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
の
で
年
号
を
入
れ
な
い
。
し
か
し
請
取
っ
た
側
で
備
忘
の
た
め
に
端
一
一
果
に
到

来
年
月
日
を
記
入
す
る
例
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
発
信
の
臼
と
到
来
の
日
が
、
同
一
書
状
の
う
え
に
観
察
さ
れ
、
そ
れ
が
伝
達
に
要
す
る
日
数
と

な
る
の
で
あ
る
。

(
お
)
弓
削
島
庄
関
係
文
書
に
つ
い
て
は
、
日
本
専
売
公
社
編
集
発
行
『
日
本
塩
業
大
系
史
料
編
』
古
代
・
中
世
、
一
九
七
回
。
愛
媛
県
史
編
さ
ん
会

編
『
愛
媛
県
史
資
料
編
』
古
代
・
中
世
、
一
九
八
三
が
あ
る
。
以
上
の
二
冊
に
弓
削
島
庄
関
係
の
文
書
が
悉
皆
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
通
史

と
し
て
は
、
山
内
譲
『
弓
削
島
荘
の
歴
史
』
弓
削
町
発
行
、
一
九
八
五
が
あ
る
。
塩
の
輸
送
に
関
し
て
は
、
新
城
常
三
「
荘
園
年
貢
の
海
上
輸

送
|
東
寺
領
伊
予
国
弓
削
島
庄
l
」
日
本
歴
史
三
四
回
、
一
九
七
七
。
近
藤
義
郎
・
新
田
英
治
「
鎌
倉
時
代

t
室
町
時
代
に
お
け
る
塩
の
流
通
」

「
日
本
塩
業
大
系
』
原
史
・
古
代
・
中
世
(
稿
)
』
(
通
史
)
第
二
章
、
一
九
八

O
が
あ
る
。
そ
し
て
網
野
善
彦
前
掲
書
に
「
伊
予
国
弓
削
島
庄

関
係
文
書
の
伝
来
に
つ
い
て
」
第
二
部
第
二
章
が
あ
る
。

(
m
m
)

こ
画
九
号
官
宣
旨
。

(
幻
)
と
画
七
号
東
寺
供
僧
契
約
状
案
。
こ
の
文
書
は
、
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
東
寺
文
書
』
に
、
と
画
一
一
一

O
号
と
し
て
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
マ
画
一
六
号
伊
予
国
弓
削
島
圧
雑
掌
栄
実
地
頭
代
左
衛
門
尉
佐
房
連
署
和
与
状
、
こ
の
文
書
は
、
『
続
図
録
東
寺
百
合
文
章
百
』
八

O
号
文
書

に
写
真
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
三
四
号
文
書
(
矢
野
庄
)
、
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(
却
)
ほ
画
六
六
号

れ
て
い
る
。

(
初
)
こ
の
文
書
は
、
全
本
文
の
漢
字
に
、
当
時
の
読
訓
(
よ
み
が
な
)
が
付
さ
れ
て
い
る
。

(
幻
)
と
画
三
六
号
弓
削
庄
問
丸
申
詞
。

(
辺
)
小
林
保
夫
「
淀
津
の
形
成
と
展
開
」
年
報
中
世
史
研
究
九
、
一
九
八
四
。

(
出
)
な
画
五
五
号
。

(
M
)

ル
画
一
一
一
号
・
エ
画
二
二
号
供
僧
方
徳
治
二
年
秋
季
評
定
引
付
。

(
お
)
新
城
常
三
前
掲
論
文
。

(
お
)
シ
画
一
二
号
口
誉
書
状
。

(
幻
)
文
安
(
一
四
四
四

l
四
九
)
頃
に
は
、
瀬
戸
内
海
航
路
の
船
と
し
て
、
た
ん
に
塩
(
年
貢
)
を
運
ぶ
だ
け
で
な
く
、
積
荷
は
弓
削
島
以
外
の
所

々
の
物
も
あ
り
、
廻
船
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
船
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
一
。
な

お
、
入
船
帳
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
浩
宮
徳
仁
親
王
「
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
の
一
考
察
」
交
通
史
研
究
八
、
一
九
八
二
が
あ
る
。

(
お
)
播
磨
国
矢
野
庄
に
つ
い
て
は
、
宮
川
満
「
播
磨
国
矢
野
庄
」
・
「
矢
野
庄
関
係
文
書
目
録
」
『
荘
園
村
落
の
構
造
』
所
収
、
一
九
五
五
。
上

島
有
「
鎌
倉
時
代
の
播
磨
国
矢
野
圧
に
つ
い
て
」
古
文
書
研
究
七
・
八
ム
品
山
号
、
一
九
七
五
。
網
野
善
彦
前
掲
書
第
五
章
が
あ
る
。

(
却
)
東
寺
文
書
御
笈
翰
御
宇
多
上
皇
庄
園
敷
地
施
入
状
。

(ω)
こ
画
四
五
号
後
宇
多
上
皇
院
宣
。
こ
の
文
書
は
、
『
続
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
一
一
一
一
号
文
書
に
写
真
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)

み
画
八
号
矢
野
圧
下
地
中
分
文
書
案
。

(
必
)
ロ
一
幽
四
号
矢
野
庄
例
名
西
方
斗
代
定
帳
。

(
必
)
京
画
四
四
号
矢
野
庄
例
名
内
霊
藤
名
又
三
郎
分
斗
代
定
下
文
。

(
必
)
ノ
画
九
号
矢
野
庄
西
方
供
僧
学
衆
両
方
斗
代
定
目
録
制
帥
例
の
三
通
の
文
書
は
『
続
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
に
一
一
九

l
一二

O
号
文
書

と
し
て
写
真
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(
必
)
矢
野
庄
の
算
用
状
は
、
ヲ
画
に
学
衆
方
・
れ
一
幽
に
供
僧
方
の
年
貢
算
用
状
が
集
中
伝
来
し
て
い
る
。

室
町
幕
府
管
領
細
川
勝
元
内
書
案
。
こ
の
文
書
は
、
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
東
寺
文
書
』
に
、
ほ
画
二
号
と
し
て
翻
刻
紹
介
さ

101 
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(
必
)
若
狭
国
太
良
庄
に
つ
い
て
は
、
舟
越
康
寿
「
東
寺
領
若
狭
国
太
良
庄
の
研
究
」
経
済
史
研
究
一
八
一
・
二
、
一
九
三
七
。
里
山
田
俊
雄
「
若
狭

国
太
良
庄
」
「
太
良
庄
関
係
文
書
目
録
」
『
荘
園
村
落
の
構
造
』
創
一
五
社
、
一
九
五
五
所
収
。
網
野
善
彦
『
中
世
庄
園
の
様
相
』
塙
書
房
二
九
六

六
、
お
よ
び
同
民
前
掲
書
第
E
部
第
四
章
が
あ
る
。

(
幻
)
イ
酪
八
号
官
宣
旨
案
。

(
川
崎
)
ヒ
画
三
七
号
後
醍
醐
天
皇
論
旨
。

(
必
)
は
踊
二
号
若
狭
国
太
良
庄
実
検
取
帳
目
録
案
。

(
回
)
ツ
画
一
二
号
若
狭
間
太
良
庄
預
所
某
糸
綿
送
進
状
な
ど
。

(
日
)
ヌ
画
二
号
太
良
庄
預
所
定
宴
請
文
。
こ
の
文
書
は
『
続
図
録
東
寺
百
合
文
書
八
六
号
文
書
』
と
し
て
写
真
収
録
し
て
い
る
。

(
臼
)
『
続
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
八
七
号

t
八
九
号
に
、
定
宴
書
状
を
ま
と
め
て
写
真
紹
介
し
て
い
る
。

(
臼
)
エ
画
四
九
号
若
狭
国
太
良
庄
合
定
平
内
盛
実
起
請
文
。

(
出
)
『
続
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
九
七
号
i
一
O
一
号
に
、
嘉
元
三
年
(
二
ニ

O
五
)
の
太
良
庄
百
姓
等
申
状
を
五
通
写
真
紹
介
し
て
い
る
。

(
日
)
備
中
国
新
見
庄
に
つ
い
て
は
、
瀬
戸
内
海
総
合
研
究
会
編
『
備
中
国
新
見
庄
史
料
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
一
一
再
刊
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

「
東
寺
百
合
文
室
己
が
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
調
査
・
整
理
の
過
程
で
新
出
し
た
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
杉
山
博
『
備
中
国
新
見
庄

の
研
究
』
(
『
庄
園
解
体
過
程
の
研
究
』
所
収
、
一
九
五
九
)
0

(
回
)
教
玉
護
国
寺
蔵
東
寺
文
書
千
字
文
・
コ
画
八

O
号
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
東
寺
文
書
丙
号
外
一
五
見
方
の
官
長
者
所
出
備
中
国
新
見
庄
文

書
。
も
と
ひ
と
つ
な
が
り
の
文
書
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
三
方
に
わ
か
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

(
貯
)
ク
画
に
伝
わ
る
土
地
台
帳
類
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
新
出
の
文
書
で
あ
る
。
『
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
一
四
五
号

t
一
五
三
号
に
、
写
真
に
よ

っ
て
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
。

(
回
)
え
画
二
八
号
新
見
庄
上
使
乗
円
祐
深
・
乗
観
祐
成
速
署
注
進
状
。
こ
の
文
書
は
『
続
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
一
九

O
号
文
書
と
し
て
写
真
紹

介
し
て
い
る
。

(
印
)
教
王
護
国
寺
文
書
一
七
一
四
号
新
見
庄
領
家
方
所
務
注
進
状
井
年
貢
等
納
状
集
。

(
印
)
サ
画
二
ハ

0
・
二
ハ
一
号
東
寺
書
下
案
。



(
日
)
ゆ
画
七
三
号
東
寺
書
下
案
。

(
臼
)
サ
画
三
七
三
号
東
寺
書
下
案
。

(
出
)
さ
画
一
一
九
四
号
新
見
国
経
書
状
。

(
倒
)
え
画
三
三
号
新
見
庄
代
官
裕
清
書
状
。

(
臼
)
大
和
国
平
野
殿
庄
に
つ
い
て
は
、
永
島
福
太
郎
「
興
福
寺
と
東
寺
領
」
社
会
経
済
史
学
八
|
九
、

観
と
村
溶
の
空
間
構
成
」
歴
史
学
研
究
五
四
七
、
一
九
八
五

(
邸
)
網
野
善
彦
前
掲
書
第
E
部
第
一
章
。

(
m
w
)

ヨ
画
七
六
号
大
和
国
平
野
殿
庄
文
書
。
こ
れ
に
は
六
通
の
年
貢
送
進
状
が
継
が
れ
て
い
る
。

(
伺
)
ヨ
画
七
六
号
の
六
通
目
、
大
和
国
平
野
殿
庄
公
事
物
送
進
状
の
但
書
(
文
書
の
奥
に
あ
り
)

0

(
的
)
ヨ
画
八
一
号
平
野
殿
庄
松
茸
送
進
状
。

(
叩
)
オ
画
一
四
三
号
松
茸
進
上
井
心
味
入
足
等
文
書
。

一
九
三
九
。
田
村
憲
美
「
平
野
殿
荘
域
の
概

(
付
記
)
本
稿
は
、
第
二
八
回
大
会
(
於
駒
沢
大
学
)
に
お
い
て
、
足
利
健
亮
民
と
と
も
に
共
同
報
告
を
し
た
も
の
で
す
が
、
日
頃
、
「
東
寺
百

合
文
書
」
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
研
究
者
に
利
用
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
願
い
を
き
き
入
れ
て
、
本
稿
の
ま
と
め
に
、
あ
た
た
か
い
御
理

解
を
下
さ
い
ま
し
た
足
利
健
亮
氏
と
学
会
の
皆
様
に
お
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

東寺領圧園と東寺103 




